
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２４日（日） 
１３：００～１４：３０ 
榴ケ岡市民センター体育館 

 

東口ゆうえんちの人気企画、
「段ボール迷路」が今年も開催！ 
詳しくは、榴ケ岡市民センターだよ

り１１月号をご覧ください！ 

 

ファシリテーター：東北工業大学工学部 

教授 近藤 祐一郎さん 

     

国立工芸指導所が残した 

もの①～玉虫塗について～ 

国立工芸指導所 

が残したもの②  

～成形合板について～ 

〒983-0842 仙台市宮城野区五輪 1-3-1 

TEL 299-5666 FAX 299-5690 

仙台市榴ケ岡市民センターで検索または 

http://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/tsutsujigaoka/index.html  

会場：榴ケ岡市民センター 

対象：どなたでも １５名（先着順） 

費用：無料 

申込み：電話または窓口まで 

 

講師：産業技術総合研究所 

東北センター所長 蛯名 武雄さん 

講師：(有)東北工芸製作所 

    常務取締役 佐浦 みどりさん 

市民センターだより １０月号 

講師：（株）天童木工  

企画部商品開発課 

   係長 宮田 雄介さん 

講師：プロダクトデザイナー、 

宮城大学特任助教 

       小松 大知さん 
受付中 

「工業デザイン発祥の地をのぞいてみよう」全 3 回 

講座のご案内 

講師：東北工業大学名誉教授 

        庄子 晃子さん 

国立工芸指導所とは？ 

そしてブルーノ・タウトとは？ 

１０月２６日（土） 

10:0０～11:30 

第１回 

講師：プロダクトデザイナー、 

宮城大学特任助教 

小松 大知さん 

講師：(株)天童木工 

     企画部商品開発課 

     係長 宮田 雄介さん 

令和６年１０月 1日発行 榴ケ岡 

１１月９日（土） 

10:00～11:30 

国立工芸指導所が残した 

もの①～玉虫塗について～ 

第２回 第３回 

１１月１６日（土） 

     10:00～11:30 

国立工芸指導所が 

残したもの② 

～成形合板について～ 

 

講師：産業技術総合研究所 

東北センター所長 蛯名 武雄さん 

講師：(有)東北工芸製作所 

    常務取締役 佐浦 みどりさん 

ファシリテーター：東北工業大学工学部 

    教授 近藤 祐一郎さん 

日時：１１月２０日（水） 1０:０0～11:30 

会場：榴ケ岡市民センター ミーティング室（１） 

対象・定員：おおむね６０才以上の方・２５人程度 

服装・持ち物 

上履き、飲み物 

申込方法 

１１/６（水）10：30～【先着順】 

電話または窓口へ 

良いことたくさん！口腔ケア 
口腔ケアの効果や方法について学びましょう。 

主催：榴岡地域包括支援センター・榴ケ岡市民センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

お茶っこサロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市民センターでいただいた個人情報は、目的以外には使用いたしません。用紙はリサイクルできます。 

１０月体育館個人使用日 

※使用日・使用時間はやむを得ず変更になる場合があります。 

詳細はお問い合わせください。 

ミリの千分の一がミクロ、そのまた千分の一がナノ…まったく感覚が届きませんが、そんな微細な世界

を研究するのがナノテクノロジーです。１０月〜１１月の当館主催講座「工業デザイン発祥の地をのぞい

てみよう」でお世話になる苦竹の「産総研」は、ナノマテリアル電子顕微鏡を備えています。ナノの世界か  

 ら、工業製品や伝統工芸品に新たな可能性を見出したり、さまざまな 

社会課題解決に向けた研究を行っています。すごいぞ。 

一方、榴岡公園の北側、当館と同じ五輪１丁目の仙台管区気象

台屋上にある、サッカーボールのような球体には、気象レーダーが格納されています。巨象のような台風

はもとより、蜂のように突然現れてキツい一撃をくらわせてくる線状降水帯の様子も教えてくれます。ゲリ

ラ豪雨という不気味なその刺客に“やられた”方も多いのではないでしょうか。気候変動が加速して、異

常が通常になりつつあるいま、気象台の観測＆計算力にも興味津々です。たのむぞ。 

 モノの組成に迫って見つめる電子顕微鏡の目と、ソラの様子を広く見つめるレーダーの目。宮城野エリ

アが誇るテクノロジーは、今日もナノとマクロの両眼で活躍しています。 （関沢） 

榴
ケ
岡 

イソクする科学の目。 
〈宮城野原のナノとマクロ〉  

講座のご報告 

８月３０日、今年度最初のお茶っこサロンを

開催いたしました。今回は１９７０年、姉妹都市

リバサイド市の代表団が仙台を訪れた記録映

像を鑑賞しました。参加者からは「当時のこと

を思い出しました。」「懐かしい風景が見られま

した。」などといった声が 

聞かれ、昔の懐かしい話し 

で盛り上がっている 

様子が伺えました。 

１０月の休館日： 

ひ
る
も 

よ
る
も 

シーズン 4 

榴ケ岡寺子屋 

多賀城創建１３００年と地域の歴史 

古代東北地方の中心的な役割

を担った多賀城。創建 1300 年を

迎える今年は、８月２７日に多賀

城碑が国宝に指定されたことも

あり、注目されています。 

その多賀城について学ぶ講座を榴岡地区エキサイティン

グ事業実行委員会で企画し９月７日（土）に開催しました。

講師には多賀城市企画経営部次長の鈴木 孝之氏をお招き

し、お話を伺いながら、古代から奈良、平安…と、多賀城

とその地域の 1300 年の歩みを辿りました。 


